
第五章幕末の社会
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第一節幕末期の兵庫

第二節村落社会の趨勢

第三節幕末期の農業と鉱工業

第四節幕末期の酒造業

第五節幕末期の海運

第六節陵上交通の変貌

第七節幕末から維新へ



第
一
節

幕
末
期
の
兵
庫

幕
末
期
の
兵
庫
津
商
業

株
仲
間
再

興
令

天
保
十
一
一

ご
八
四
二
）
の
株
仲
間
停
止
令
で
、
流
通
統
制
が
緩
め
ら
れ
る
と
、
勢
い
商
人
は
そ
の
商
品
を
、

し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
江

価
格
や
経
費
の
間
か
ら
み
て
有
利
な
地
点
で
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

幕
府
は
、

つ
い
に
嘉
、
氷
四
年
（
一
八

五
一
）
か
え
っ
て
不
融
通
な
株
仲
間
停
止
令
を
廃
し
、

仲
間
の

戸
や
大
坂
に
商
品
が
集
中
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
価
格
も
下
が
ら
な
か
っ
た
。

再
興
を
命
じ
た
が
、
見
加
金
上
納
は
免
じ
、
仲
間
の
人
数
も
制

限
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
株
仲
間
再
開
問
後
、
嘉
、
氷
五
年
の
調
査

と
推
定
さ
れ
る
兵
庫
津
の
株
仲
間
は
表
山
の
通
り
で
あ
る
。

」
の
再
興
令
は
、
新
規
商
人
の
活
動
を
制
限
す
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
ら
、
株
仲
間
の
再
興
後
も
取
引
を
め
ぐ
る
新
出
向

、、円ノふせい工
2
1色

1
山
ム
エ
k
r
じ
、
こ
o

l
ノ
庁
い
ム
メ

1
証平
i

h
百あ

L
T

た
と
え
ば
仲
間
停
止
期
の
新
規
尚

株仲間再興後の兵）！ド

津の~ミイ91間

表 183

数

人
37 

94 

122 

（言己z除なし）

70 

64 
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34 
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人
で
あ
る
泊
康
仁
兵
衛
の
諮
問
何
度
加
入
申
請
を
め
ぐ
る
対
立
も
そ
の

例
で
あ
ろ
う
。
讃
岐
の
泊
康
仁
兵
衛
は
、
兵
庫
津
の
淡

路
屋
庄
三
郎
に
入
家
し
、
仲
間
停
止
時
よ
り
讃
岐
の
産
物
と
く
に
和
製
砂
糖
を
取
り
扱
っ
た
の
で
、
一
間
以
般
か
ら
の
船
も
こ
の
仁

兵
衛
と
取
引
す
る
よ
う
に
な
り
、
間
仲
間
の
う
ち
に
は
取
引
に
影
響
を
受
け
る
者
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
株
仲
間
が
再
開
門
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の

五
年
、
仁
氏
（
絡
が
、
仲
間
に
入
っ
て
い
る
淡
路
毘
定
三
郎
と
結
ん
で
、
諮
問
屋
仲
間
へ
の
加
入
を

申
請
し
た
時
、
出
来
か
ら
の
仲
間
で
取
引
商
船
を
奪
わ
れ
た
米
屋
利
兵
衛
、
新
阻
伸
一
清
右
衛
門
、
鍋
屋
八
兵
衛
、
網
屋
台
治
郎
ら

は
、
こ
れ
に
反
発
し
、
庄
一
一
一
郎
・
仁
兵
衛
の
結
ん
だ
商
取
引
を
禁
止
す
る
よ
う
仲
間
年
寄
ら
に
願
い
出
て
い
る
。

ま
た
肥
前
美
々
津
の
井
手
菩
兵
衛
の
手
船
は
、
仲
間
停
止
後
術
部
屋
治
郎
兵
衛
か
ら
指
康
安
兵
衛
に
取
引
先
を
変
え
て
い
た

が
、
金
銭
上
の
紛
争
も
あ
っ
て
嘉
、
氷
五
布
十
一
月
、
さ
ら
に
松
原
治
郎
兵
衛
と
取
引
を
始
め
た
。
そ
こ
で
塩
屋
安
兵
衛
は
、

衛
へ
の
融
資
の
件
を
も
っ
て
取
引
先
を
変
更
し
な
い
よ
う
、
諮
問
屋
仲
間
に
出
版
し
た
が
、
松
監
は
元
々
の
取
引
先
備
前
監
か

ら
引
き
受
け
た
と
し
て
こ
れ
に
対
立
し
た
。
仲
間
で
は
、
再
興
後
は
元
来
の
取
引
先
備
前
麗
の
意
向
し
だ
い
と
し
て
、
備
前
毘

へ
熟
談
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

間
五
年
二
月
、
車
屋
五
兵
衛
の
答
で
あ
る
尾
張
知
多
郡
小
野
浦
の
前
野
定
次
郎
手
船
が
、
関
東
の
干
鰯
や
し
め
粕
を
積
ん
で

幕末期の兵降

き
て
柴
鹿
伊
左
衛
門
と
取
引
を
し
た
時
も
、

は
諸
問
屋
仲
間
の
年
寄
・
年
行
可
に
訴
え
、
仲
間
で
は
旧
慣
を
守
る
よ
う
指

示
し
た
が
、
今
回
は
荷
主
で
あ
る
江
戸
の
水
戸
屋
の
指
簡
に
よ
る
も
の
と
し
て
特
別
に
扱
い
、
以
後
柴
屋
は
車
患
の
容
九
年
取
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
決
着
さ
せ
て
い
る
。

第一節

さ
ら
に
同
五
年
八
月
に
は
、
子
鰯
監
仲
間
の
年
寄
が
、
東
出
町
の
浜
で
夜
毎
に
肥
料
を
水
揚
げ
す
る
船
が
あ
る
と
い
う
風
間

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
水
揚
げ
し
て
い
た
の
は
小
宿
の
煎
屋
与
右
衛
門
の
荷
物
で
あ
り
、
子
鰯
仲
間
外
の
近
江
屋
新
助
が
灘

n－
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間
宮
・
尼
崎
辺
へ
販
売
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
し
て
、

そ
の
取
締
り
な
諸
問
屋
会
所
に
申
し
入
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
株
仲
間
再
興
令
以
後
は
、
新
規
営
業
や
商
船
と
問
屋
と
の
新
規
取
引
の
影
響
が
残
っ
た
が
、
従
来
の
取
引
関
係
を

維
持
し
よ
う
と
す
る
問
毘
を
中
心
に
、
仲
間
の
共
同
体
的
規
制
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
も
強
ま
っ
た
。

大
坂
と
兵
庫
と
の
関
係
で
も
、
大
坂
問
屋
が
従
来
の
優
先
的
権
利
を
主
張
し
始
め
た
。
兵
庫
津
で
は
元
来
和
製
砂
糖
を
売
買

す
る
こ
と
は
叶
訂
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
仲
間
停
止
後
は
和
製
砂
糖
を
売
買
し
始
め
て
い
た
。
こ
れ
も
再
興
令
後
の
嘉
、
氷
寸
九
年

秋
、
大
坂
の
庶
砂
糊
・
紅
毛
砂
糖
（
以
上
中
間
・
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
輸
入
砂
糖
）
・
和
製
砂
糖
を
取
り
扱
う

の
商
人
か
ら
、
砂
糖

を
売
買
し
て
い
た
兵
踏
の
網
屋
三
太
夫
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
諮
問
屋
仲
間
も
大
坂
商
人
の
や
り
方
に
抗
議
し
よ
う
と
し
て
名

主
網
屋
新
九
郎
に
は
か
っ
た
と
こ
ろ
、
新
九
郎
は
、
そ
う
し
た
場
で
元
来
兵
庫
は
砂
糖
を
売
買
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
抗
議
す
る
こ
と
は
か
え
っ
て
不
利
を
招
く
と
諭
し
た
の
で
、
兵
庫
側
は
大
坂
商
人
に
謝
罪
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
こ
の

よ
う
に
兵
庫
商
人
は
一
限
度
大
坂
商
人
の
優
位
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

務
館
産
物

会
所

悶
悶
後
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
幕
府
は
、
再
び
東
西
蝦
一
奥
地
を
直
轄
領
と
し
、
同
去
年
に
は
箱
館
産
物
会
所

を
大
坂
と
兵
庫
に
置
き
、
蝦
夷
地
産
物
の
専
売
に
よ
る
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
。
兵
庫
津
で
は
用
速
を
命
ぜ
ら

れ
た
北
風
荘
右
衛
門
が
、
そ
の
所
有
す
る
屋
敷
と
建
家
一
カ
所
を
仮
会
所
に
、
さ
ら
に
他
の
一
カ
所
を
定
役
人
の
宿
所
に
提
供

し
、
雑
費
な
ど
も
負
担
し
て
発
足
し
て
い
る
。

ま
た
蝦
一
拠
地
産
物
の
依
物
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
干
鰯
仲
間
只
・
境
魚
子
魚
仲

買
や
新
仲
間
只
な
ど
の
仲
間
も
、
同
年
六
月
規
定
書
を
作
り
、
抜
畏
い
の
禁
止
、

日
銭
の
一
分
五
鹿
減
額
、
産
物
質
話
代
銀
の
期

月
完
納
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
た
。

そ
の
後
入
船
数
も
次
第
に
増
加
し
た
が
、
こ
の
蝦
夷
地
産
物
取
扱
は
兵
感
商
人
に
と
っ
て
、
有
利
な
取
引
で
は
な
か
っ
た
よ

712 幕末の社会第五:lft
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う
で
あ
る
。

日
銭
は
会
所
開
設
以
前
に
は
千
魚
出
魚
の
類
は
問
屋
・
仲
良
両
方
合
わ
せ
て
七
分
六
一
服
、
千
鰯
な
ど
の
肥
料
は
六

i丘

分
ム
ハ
鹿
の
定
め
で
あ
っ
た
が
、
開
設
後
は
こ
の
う
ち
二
分
六
鹿
ず
つ
を
会
所
に
上
納
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
問
屋
・
仲
買
の

収
入
減
は
免
れ
な
か
っ
た
。

隠9:.前首班

万
延
元
年
（
…
八
六

O
）
幕
府
は
永
続
仕
法
を
定
め
る
た
め
、
新
藤
鉛
蔵
を
大
坂
及
び
兵
路
に
派
遣
し
、
兵
時
郎
会
所
に
諮
問
さ

せ
た
が
、
兵
庫
で
は
用
達
兼
会
所
付
仲
間
氏
北
風
荘
右
衛
門
が
答
申
書
を
ま
と
め
、
会
所
付
仲
間
尺
で
あ
る
干
鰯
仲
間
氏
仲
間
・
滋
魚

そ
の
内
容
は
、
会
所
は
新
築
せ
ず
当
分
従
来

一
十
魚
仲
買
仲
間
も
同
意
し
て
い
る
こ
と
な
付
記
し
て
、
同
年
十
一
月
提
出
し
た
。

ど
お
り
と
す
る
、
た
だ
北
風
ゆ
が
で
負
担
し
て
い
る
会
所
で
の
筆
墨
な
ど
の
事
務
授
は
今
後
給
付
さ
れ
る
こ
と
、
阿
川
毘
・
仲
買
日

幕
府
は
今
ま
で
の
北
風
家
の
出
践
に
対
す
る
手
当
と
し
て
金

銭
か
ら
の
上
納
金
は
回
路
引
き
下
、
げ
ら
れ
た
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

。
。
附
を
交
付
し
、

れ
銭
に
つ
い
て
は
、
肥
料
の
場
合
は
こ

幕末期の兵庫第一節

兵隊靴箱館建物会所設立
につき内存取調子良（苦笑紋〕

写真 152

れ
を
認
め
、
残
る
四
分
間
箆
の
う
ち
問
屋
に
一
分

－
 

V
A
は
Z

，sq
l
 

山
氏
に
二
分
一
一
一
一
胞
を
分
配
し
、
残
額
八
箆
は
用
途
に
渡
し
て
仕

切
金
支
払
い
の
繰
替
え
費
用
に
充
て
さ
せ
た
。
子
魚
寝
魚
の

場
合
は
肥
料
に
比
べ
て
問
屋
の
所
得
は
一
分
多
か
っ
た
。

想
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
兵
庫
で
の
仕
切
高
は
、

li 

二
一
七
入
賞
七

O
O匁
九
分
間
庄
で
、
そ
の
う
ち
下
半
期
の

分

4
1
J
＼
 

一Iノ
J
t
／

質
九
八
九
匁
五
鹿
を
前
年
下
半
期
分
と
比
較

す
れ
ば
、

円
七

O
武
二
六
匁
問
分
五
箆
の
増
加
と
な
っ
て

713 



万
延
元
年
会
所
か
ら
こ
の
こ
と
を
大
坂
町
奉
行
所
に
訴
え
、
そ
の
禁
止
を
嘆
願
し
た

が
採
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
揺
磨
室
津
の
関
口
肢
は
、
備
前
・
備
後
辺
ま
で
引
船
と
い
う
小
船
を
出
し
て
臨
船
を
誘
引

蝦災地産 f線←！のi111i

格J二男

代 jj~f~~たり iilii
匁

約35

36～37 

38～39 

43～44 

47～48 

66～67 

表 184

安政 5(1858) 

グ 6(1859) 

7j延 1(1860) 

文久 1(1861) 

か 2(1862) 

か 3(1863) 

、

｝

c

luv
マf
nし

か
し
会
所
で
の
取
引
に
は
、
願
締
な
手
続
き
な
ど
も
あ
り
、
出
入
船
の
場
合
は

資料.＇神戸市史」資料 2

次
第
に
会
所
以
外
の
諸
港
で
杭
荷
を
売
り
さ
ば
く
よ
う
に
な
っ
た
。
安
政
六
年
に
は
、

こ
れ
ま
で
干
鰯
仲
買
の
売
り
込
み
先
で
あ
っ
た
揺
際
の
一
一
見
・
窓
津
・
飾
磨
・
和
泉

佐
野
・
貝
塚
・
堺
な
ど
の
浦
々
で
も
、
前
年
か
ら
直
接
の
売
り
込
み
が
あ
っ
て
、

E

産

物
会
所
か
ら
一
十
鰯
を
送
っ
て
も
返
品
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

つ
い
に

鯨
し
め
粕
類
約
二
万
依
に
述
し
た
と
い
う
。

し
、
万
延
一
克
年
七
月
下
旬
か
ら
九
月
末
ま
で
の
間
に
そ
の
数
は
問
、

刀

O
搬
に
及
び
、
そ
の
荷
JmM
も
羽
紙
約
二
一
一
、
f
一
一
三
万
束
、

永
続
仕
法
の
制
定
の
際
に
も
、
北
風
荘
右
衛
円
か
ら
こ
の
禁
制
な
厳
し
く
す
る
よ
う
出
願
し
て
い
た
が
、
効
果
は
な
く
む
し

六
七
匁
に
ま
で
述
し
て
い
る
（
表
似
て

ろ
蝦
一
災
地
産
物
の
価
格
は
上
昇
し
て
い
っ
た
。
安
政
去
年
一
ニ
？
な
匁
で
あ
っ
た
鰍
一

O
禁
匁
の
代
銀
は
、
文
久
…
一
一
住
ー
に
は
六
六
J

玉、

Z
〉－

A

川
相
判
市
叩
1
M
J

’rnr
叫
り
ご
土
、

に
い
一
ノ
同
問
。
一
一
イ
自
勺
f
S
I
K
A
H
v
f

る
よ
う
大
坂
町
奉
行
所
に
再
願
し
た
が
、
説
得
さ
れ
て
願
書
を
取
り
下
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
府
の
た
め
の
箱
師
産
物

肥
料
の
高
騰
は
米
作
に
悪
影
響
な
及
ぼ
す
と
し
て
、
会
所
の
な
い
訪
港
で
の
売
買
を
厳
禁
す

会
所
の
設
躍
は
、
兵
隊
津
商
業
に
と
っ
て
あ
ま
り
有
利
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
以
後
幕
末
ま
で
継
続
さ
れ
た
。

714 ｛立米の全i：会tff工i立E
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物
価
の
騰
貴
と
打
ち
こ
わ
し

困
窮
人
の

救
済

」
の
時
期
は
世
情
不
安
な
う
え
、
物
価
上
昇
も
顕
著
で
あ
リ

特
に
米
怖
が
上
昇
す
る
と
生
活
不
安
が
高
ま

り
、
打
ち
こ
わ
し
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
町
民
に
も
救
助
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
。

戸
川
（
防
で
は
、
五
、
氷
三
年
（
一
八
五
C
）
七
月
下
旬
か
ら
米
・
士
一
久
側
と
も
に
勝
投
し
、

同
年
十
‘
月
粥
の
施
行
を
思
い
立
っ
た
北

官
内
町
の
伊
勢
屋
藤
兵
衛
以
下
二
六
名
が
世
話
人
と
な
っ
て
、
有
力
者
か
ら
寄
付
を
募
つ

」
の
時
は

五
人
人
か
ら
白
米

一O
石
九
斗
四
升
と
、
金
五
六
両
二
朱
・
銭
三
五
貫
・
銀
札
二
ハ
匁
の
一
一
一
日
合
計
銀
換
算
で
三
賞
八
九
四
匁
七
分
間
庄
が
集
ま

っ
た
。
こ
れ
に
白
米
一
一
石
二
斗
を
助
成
陛
話
方
が
融
通
し
、
銀
二
賞
八
四
四
匁
で
白
米
一
八
石
を
買
い
足
し
て
白
米
五

O
石

一
斗
問
点
パ
を
施
行
し
た
。

い
白
、
施
行
場
修
議
費
、
泊
代
、
蝋
燭

し
か
し
白
米
買
い
足
し
分
や
薪
代
、
炊
き
出
し
手
伝
い
の

代
、
施
行
場
と
し
て
借
り
た
七
宮
前
と
関
屋
町
二
カ
所
の
借
り
家
礼
銀
な
ど
合
計
一
一
一
貫
九

O
一
匁
二
分
を
支
払
う
と
、

匁
四
分
六
鹿
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

本31ミ郊の兵路

万
延
元
年
（
一
八
六
O
）
に
な
る
と
、
米
怖
の
み
な
ら
ず
他
の
物
価
も
高
騰
し
た
。
新
穀
収
穫
期
に
な
っ
て
も
、
兵
庫
津
へ
の

米
の
入
荷
量
は
少
な
く
、
九
月
下
旬
か
ら
米
備
は
急
上
昇
し
た
。
こ
の
時
は
一
…
一
方
名
主
が
助
成
方
枇
話
人
を
得
麗
五
兵
衛
以
下

一
名
に
申
し
付
け
、

い
わ
ば
町
ぐ
る
み
で
助
成
に
あ
た
っ
て
い
る
。
寄
付
は
、
諮
問
屋
仲
間
の
余
一
二

O
O部
、
北
風
荘
右
衛

第一節

門
の
金
一
一
一

O
O両
を
筆
頭
に
四
間
六
人
か
ら
合
計
金
二
九
六
九
雨

二
朱
・
銀
四
二
賞
五
八

O
匁
・
銭
七
入
賞
文
が
集
め
ら

こ
れ
で
米
八
一
四
石
凶
斗
六
升
二
合
を
購
入
し
（
平
均
米
側
は
一
石
に
つ
き
一
一

O
二
匁
八
分
七
一
腹
四
モ
）
、

そ
の
う
ち
八

0
0

uμ

一
i
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7J延元年（1860)11月

14日の兵庫浮米相場

表 185

一
七
八
斗
ム
ハ
升
二
合
は
施
行
米
と
し
て
泡
接
町
々
へ
渡
し
、
さ
ら
に
問
石
間
斗
は
安
売
り
米

1 石~たり価格（銀）

匁
165～177 

156～158 

151 

153 

と
し
、
残
っ
た
米
九
石
ニ
斗
は
売
り
払
っ
て
い
る
。
残
銀
八

O
投
六
二
匁
八
分
一
一
一
原
の
う

資料：叩fl戸市史♂資料2

、

ノ

、

粛

し

飾

品

ト

3
1
、

下
五
二
で
ノ

九
一
一
匁
余
は
澗
造
仲
間
に
貸
し
付
け
、
残
る
一
一
七
貫
八
七

O
匁
余
も
そ
れ

ぞ
れ
貸
し
付
け
る
な
ど
し
て
、
後
の
助
成
に
充
て
る
た
め
の
利
航
を
し
て
い
る
。

ま
た
同
年
十
一
月
大
坂
町
奉
行
は
、
兵
庫
津
穀
物
仲
賀
仲
間
に
米
価
の
援
し
出
し
を
命

I]也前米

同新 米

備前下米

備中 米

米の種類

じ
、
そ
の
価
格
を
基
準
と
し
て
、
困
窮
者
に
施
行
米
を
与
え
る
た
め
、
玄
米
貿
入
方
な
ら

び
に
白
米
仕
立
て
代
と
し
て
金
一
一
一
六
両
一
一
一
分
を
穀
物
件
貿
仲
間
に
交
付
し
た
。
こ
の
時
仲

間
か
ら
提
出
さ
れ
た
兵
庫
津
の
問
月
十
四
日
の
米
相
場
は
、
ま
だ
…
石
一
五

O
匁

1
一
七

O
匁
台
で
あ
る
が
（
表
虫
、
こ
れ
は

も
ち
ろ
ん
小
売
価
絡
で
は
な
い
。
仲
間
で
は
こ
の
交
付
金
に
よ
っ
て
白
米
を
仕
入
れ
、
七
石
九
斗
八
升
九
合
を
岡
方
会
所
に
、

間
石
一
ニ
斗
八
升
一
一
一
合
を
南
浜
会
所
に
渡
し
、
残
銀
二
七
二
匁
問
分
一
一
加
を
一
一
一
方
助
成
方

一一石一
γ
斗
六
升
八
合
を
北
浜
会
所
に
、

に
引
き
継
い
だ
。
こ
う
し
て
大
坂
町
奉
行
も
兵
庫
津
の
難
渋
人
の
救
助
を
考
え
て
い
る
が
、
施
行
米
・
安
売
り
米
な
ど
は
兵
庫

津
町
人
の
寄
付
に
よ
る
所
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

）
十
月
、
お
よ
び
元
治
元
年
（

翌
文
久
元
年
（
一
八
六

八
六
四
）
九
月
の
米
価
上
昇
時
に
は
、
穀
物
仲
間
政
仲
間
は
、
一
－
一
方
名

主
へ
白
米
小
売
価
格
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
出
来
る
限
り
安
値
に
売
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
し
か
し
米
価
は
元
治
一
万
年

ブL
YJ 慶

応
二
年

の
コ
ポ
チ 日

の
一
二
六
匁
か
ら
月
末
の
二
四
五
匁
ま
で
、
高
値
の
ま
ま
さ
ら
に
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

翌
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
一
月
に
は
、

つ
い
に
兵
路
津
や
伊
丹
町
で
打
ち
こ
わ
し
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
年
の
後

半
も
米
価
は
追
々
騰
貸
し
、
叩
中
川
二
年
間
月

日
、
大
坂
で
は
肥
後
米
一
石
七

O
O匁
、
筑
前
米
六
八
八
匁
と
な

116 幕末の社会第五意



幕末期の兵庫第一節

っ
た
。

五
月
八
日
に
は
兵
庫
津
で
、
波
川
に
集
ま
っ
た
群
衆
（
千
人
と
も
二
千
人
と
も
い
う
）
が
、
夜

に
な
っ
て
湊
町
か
ら
押
し
入
り
、
町
々
の
米
屋
・
酒
農
な
ど
閉
二
戸
を
打
ち
こ
わ
し
た
。
兵
時
陣
警

衡
の
越
前
丸
岡
藩
・
明
若
藩
の
ほ
か
勤
番
所
の
役
方
も
出
て
、
実
弾
を
撃
っ
て
取
り
鎮
め
に
当
た

り
、
群
衆
に
負
傷
者
や
逮
捕
さ
れ
る
者
も
あ
っ
て
暁
前
よ
う
や
く
散
会
し
た
と
い
う
。
兵
庫
の
ほ

か
向
日
に
は
伊
丹
町
、
翌
九
日
に
は
西
宮
町
や
灘
で
も
打
ち
こ
わ
し
が
起
こ
り
、
十

日
に
は
池

兵庫のコボチ（「記脳之友J)

岡
町
で
米
屋
一
八
一
戸
が
壊
さ
れ
、
十
三
日
に
は
大
坂
で
八
八
五
戸
が
被
答
を
う
け
た
。

間
年
五
月
に
は
兵
庫
津
で
難
渋
者
に
対
す
る
助
成
の
寄
付
を
、
前
例
に
よ
っ
て
募
っ
た
。

そ
し

て
七
一
一
六
人
か
ら
金

二
七

O
両

分
一
朱
・
銀
五
九
貫
六
九
八
匁
・
銭
五
七
貫
文
を
集
め
、
遅

れ
ば
せ
な
が
ら
八

で
施
行
し
て
い
る
。
寄
付
は
た
だ
ち
に
集
ま
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
そ

の
閥
、
干
鰯
屋
仲
間
は
八

の
施
行
で
尚
米
四
斗
入
り
一
二
俵
を
寄
付
し
た
。
向
年
十
二
月
に
は

写真 153

佐
比
江
町
の
難
渋
人
に
助
成
金
一
両
を
あ
た
え
て
い
る
。
こ
の
年
、
寄
付
に
よ
る
兵
庫
津
中
へ
の

施
行
米
と
安
売
り
米
の
銀
高
は
五
一

O
貫
一
七
五
匁
七
分
、
近
村
へ
の
施
行
米
は

戸七

匁
五
分
二
一
服
、
近
村
へ
の
施
銀
は

一
一
一
貫
九
一
一
一
九
匁
六
分
七
鹿
と
な
っ
た
。

翌
慶
応

一
一
月
に
は
、
兵
庫
津
で
は
平
く
か
ら
難
渋
人
へ
の
米
の
施
行
が
企
画
さ
れ
、
子
鰯

屋
仲
間
は
銀
入
賞
六

O
O匁
を
開
方
会
所
に
拠
金
し
た
。
こ
の
年
も
施
行
米
が
実
施
さ
れ
、
一
一
一
月

ま
で
こ
う
し
た
寄
付
に
よ
る
施
行
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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資
銀
値
上

げ
逮
動

物
価
が
上
昇
す
る
と
、
日
一
一
い
な
ど
で
生
計
を
立
て
て
い
る
人
々
の
生
活
は
苦
し
く
な
る
。
幕
末
期
の
物
価
上

昇
の
も
と
で
、
兵
庫
で
は
仲
仕
た
ち
の
賃
銀
値
上
げ
の
動
き
が
み
ら
れ
た
。

港
で
荷
揚
げ
作
業
な
ど
に
従
事
す
る
の
は
主
に
日
限
い
の
仲
士
で
あ
る
。
彼
ら
の
釘
金
は
低
か
っ
た
の
で
、

つ
い
に
文
久
一
ニ

年
賞
金
値
上
げ
を
願
い
出
た
。
諮
問
屋
・
穀
物
仲
間
貝
・
干
鰯
仲
買
の
仲
間
の
年
寄
・
年
行
司
ら
は
増
貨
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
諜
一
完
治
元
年
秋
以
来
、
米
穀
は
い
う
に
及
ば
ず
、
そ
の
他
諸
物
価
が
暴
騰
し
た
た
め
、
そ
の
刑
額
分
で
は
間
に
あ
わ
な

く
な
っ
て
、
再
び
明
貨
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。

諮
問
屋
の
水
揚
げ
荷
物
に
つ
い
て
は
、
前
年
定
め
た
俵
物
荷
揚
げ
で
一
文
半
、
肥
料
で
一
一
一
文
の
値
上
げ
、
穀
物
件
賀
の
荷
に

つ
い
て
は
俵
物
一
文
半
、
直
結
み
の
分
二
文
ず
っ
、
一
十
鰯
屋
仲
間
の
荷
に
つ
い
て
は
一
一
一
文
ず
っ
、
そ
れ
ぞ
れ
賃
銭
の
値
上
げ
を

仲
士
総
名
代
か
ら
願
い
出
た
。
こ
の
た
め
一
一
一
仲
間
は
三
カ
年
の
澗
の
増
賃
銭
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。
一
一
一
斗
依
一

O
依
の
水
揚

げ
t土
昨
年

四
文
だ
が
、
当
年
二
割
増
で

九
文
に
改
め
、

間
斗
俵
一

O
俵
の
水
揚
げ
は
昨
年
一
一
人
文
、

一
間
一
文
と
い
う

よ
う
に
改
め
、
増
額
し
た
の
で
あ
る
。

慶
応
一
一
年
、
諸
浜
で
荷
揚
げ
な
ど
を
す
る
仲
土
の
住
む
出
在
家
向
・
新
夜
家
町
・
問
屋
町
・
浜
新
町
・
船
大
工
町
・
向
上
向
・

庇
町
・
松
鹿
町
・
鍛
冶
屋
町
・
宮
前
町
・
宮
内
町
・
北
宮
内
町
・
川
崎
町
－

m出
町
・
東
出
町
・
網
浜
・
東
川
崎
町
な
ど
一
七

浜
の
仲
士
頭
た
ち
は
、
仲
土
賃
金
も
次
第
に
上
げ
て
貰
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
物
価
上
昇
特
に
米
価
上
昇
に
犠
り
か
ね
て
、
一
ニ

仲
間
に
賃
銭
倍
増
の
申
立
て
を
行
い
、
仲
士
は
銘
々
寄
場
で
張
り
紙
を
し
て
交
渉
し
た
。
こ
の
間
体
交
渉
に
は
港
に
米
た
訪
問

廻
船
も
驚
い
た
よ
う
だ
が
、
当
時
の
一
一
一
仲
間
は
容
易
な
ら
ぬ
が
さ
つ
な
仕
方
と
舷
い
て
い
る
。

し
か
し
三
仲
間
も
乗
り
出
さ
ざ

る
を
え
ず
、
同
年
中
に
四
割
瓦
分
の
増
資
銭
を
出
す
こ
と
と
し
た
。
品
作
土
頭
は
今
後
こ
の
よ
う
な
が
さ
つ
な
事
は
し
な
い
と
哲
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約
し
て
団
体
交
渉
は
決
着
を
み
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
倒
は
他
に
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
一
一
一
仲
間
の
経
営
は
次
第
に
苦
し
く
な
っ
た
。

，， 
.) 

幕
末
の
兵
庫
情
勢

幕末期の兵隊ARUF 
第

！災応 2 年「御用金術語！（［~:j:f,l'}J二帳」 〈部分）

賦御
言察用

金
の

発
展
し
つ
つ
あ
る
兵
庫
商
業
は
、
幕
府
に
利
用
さ
れ
た
。
幕

府
は
財
政
難
に
な
る
と
、

し
ば
し
ば
閥
人
に
御
用
金
を
賦
課

し
て
い
る
。
天
明

（
一
七
八
五
）
・
寛
政
十
一

（一入
0
0
γ
文
化

（一八
O
六
了
間
十
年
・
天
保
九
年
（
一
八
一
一
一
八
）
に
は
御
用
金
を
大
坂
街
人
な

ど
に
命
じ
て
お
り
、
天
保
十
四
年
に
は
堺
・
兵
路
町
人
に
も
御
用
金
を
命
じ

て
い
る
。

兵
庫
町
人
の
場
合
は
、
天
保
十
四
年
に
は
一
七

O
六
賞
二
況

O
匁
の
御
用

…
五
カ
年
賦
払
い
渡
し
と
し
、

金
を

い
ま
だ
そ
の
年
賦
が
続
い
て
い
る
う
ち

に
、
さ
ら
に
万
延
年
間
・
元
治
年
間
の
二
関
御
用
金
を
命
じ
て
い
る
。
そ
の

写真 154

う
え
慶
応
二
年
（

八
六
六
）
問
月
、
将
軍
の
上
洛
な
ど
引
き
続
き
臨
時
の
出

裂
が
多
い
と
し
て
ま
た
用
金
令
を
出
し
た
。
そ
れ
は
大
坂
・
兵
障
・
関
宮
町

人
中
資
産
あ
る
者
を
選
び
、
格
別
の
御
用
金
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
兵
庫
の
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北
風
荘
右
衛
門
は
こ
の
時
五

O
O
O雨
（
銀
六

O
O貫
自
余
）
を
月
割
り
で
納
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
幕
府
は
翌
一
一
一
年
も
御
用

金
を
命
じ
、
北
風
は
金
一
二

0
0
0両
を
献
納
と
し
、

四
O
O
O両
を
御
用
金
と
し
て
出
す
請
け
書
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
幕
府
は
市
刀
と
、
氷
代
一
一
一
人
扶
持
を
与
え
た
。

幕
府
の
費
用
で
築
造
す
る
こ
と
に
な
っ
た
御
台
場
に
つ
い
て
は
、
そ
の
完
成
時
の
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
、
干
鰯
仲
買
仲
間
・

穀
物
仲
買
仲
間
・
諸
問
屋
仲
間
は
そ
の
費
用
の
う
ち
に
と
銀
一

O
貫
到
の
献
納
を
申
し
出
て
い
る
。
こ
の
時
は
獄
納
を
賞
し
て
、

将
軍
は
北
風
荘
右
衛
門
に
銀
五
枚
、
神
田
兵
右
衛
門
に
も
同
様
、
諸
問
屋
仲
間
の
者
に
銭
ニ

O
貫
文
を
与
え
た
。

ま
た
大
坂
町

奉
行
が
兼
任
し
た
と
き
は
金
品
を
献
上
な
ど
し
た
よ
う
で
、
慶
応
元
年
十
月
の
奉
行
交
代
の
と
き
、
干
鰯
屋
仲
間
は
一
扇
子
料
と

し
て
金
五
百
疋
の
献
上
を
申
し
出
て
い
る
。

兵
庫
町
人
の

負
担
の
増
加

幕
末
期
と
も
な
る
と
、
家
臨
の
み
な
ら
ず
町
人
全
体
に
掛
か
る
負
担
も
増
加
し
た
。
兵
庫
の
負
担
は
間
関
街

道
宿
駅
と
し
て
の
諸
役
、
幕
府
役
人
大
名
ら
の
休
泊
の
宿
提
供
、
人
足
継
立
の
役
が
あ
り
、
浦
役
は
代
米
九

三
石
五
斗
の
上
納
の
ほ
か
、
勤
番
役
人
の
月
々
の
交
代
時
に
役
船
を
提
供
し
、
な
お
江
戸
か
ら
の
指
令
で
も
役
船
の
提
供
を
し

た
が
、
そ
れ
の
投
は
少
な
い
の
で
、
地
子
米
は
年
寅
市
中
が
高
く
、

一
カ
年
八
五

O
石
余
上
納
し
て
い
た
。

し
か
し
、
幕
末
期
に
は
幕
府
役
人
は
も
ち
ろ
ん
諸
大
名
ら
の
通
行
は
多
く
、
人
馬
継
立
の
使
用
は
増
加
し
、
第
一
に
駅
方
が

難
渋
し
た
。
安
政
年
間
外
国
船
が
渡
来
し
て
以
来
様
相
は
一
変
し
、
海
岸
防
備
の
た
め
に
役
人
の
海
岸
巡
視
は
増
加
し
、
ム
口
場

の
築
造
・
御
用
宿
な
ど
町
人
の
負
担
は
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
臨
時
の
費
用
は
、
兵
庫
津
中
の
寓
裕
な
者
が
負
担
し
、
あ
る
い

は
借
銀
枯
一
？
を
し
て
支
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
負
担
は
ま
す
ま
す
増
加
し
た
が
、
幕
府
役
人
・
大
名
ら
は
江
戸
か
ら
の
上

京
・
上
坂
や
岡
市
府
等
も
船
路
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
江
戸
大
坂
か
ら
の
御
用
荷
物
も
兵
康
津
が
移
し
替
え
の
場
所
と
な
っ
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て
、
・
一
段
一

の
臨
時
御
用
が
掛
か
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
山
本
持
判
人
の
高
役
諸
掛
か
り
銀
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
財
産
の
ほ
と
ん

ど
な
い
町
人
な
ど
は
家
展
敷
を
そ
の
ま
支
出
し
た
者
も
あ
っ
た
。

し
か
し
当
時
は
家
を
質
な
ど
に
と
っ
て
金
を
貸
す
者
も
い
な

い
の
で
、
融
通
の
道
も
な
く
、
地
子
も
不
納
、
津
内
の
費
用
も
出
さ
な
い
者
、
が
増
加
し
た
。

ロ
シ
ア
翠
緩
の
来

航
と
摂
海
防
衛

謀
、
水
七
年
（
一
八
五
回
）
九
月
十
八
日
、

ロ
シ
ア
軍
離
が
大
阪
湾
に
進
入
し
て
き
た
こ
と
は
、
幕
府
に
摂

海
警
備
を
促
す
こ
と
に
な
り
、
紀
州
・
徳
島
・
明
石
な
ど
の
話
器
に
沿
岸
純
一
パ
備
、
的
問
ム
口
の
築
造
が
命
ぜ

ら
れ
た
。
明
石
務
で
は
、
そ
の
後
舞
子
浜
な
ど
問
カ
所
に
台
場
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
呉
国
船
騒
ぎ
の
あ
と
十
一
月

間
日
の
粉
、
今
度
は
仙
抽
出
が
人
々
を
驚
か
し
た
。
安
政
（
こ
の
月
二
十
七
日
改
元
さ
れ
る
）
の
大
地
露
で
あ
る
。
地
元
で
は
さ
し
て

大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
一
悩
れ
の
大
き
さ
と
翠
叩
九
日
夕
方
の

津
波
と
で
不
安
が
募
り
、
兵
庫
で
は
寺
社
の
境
内
や

能
川
弁
天
日
な
ど
に
避
難
す
る
者
も
あ
っ
た
と
い
う
。

4

一
月
伊
勢
大
神
宮
の
御
放
や
御
幣
が
降

さ
ら
に
安
政
二
年
（
一
八
五

り

参
り
の
よ
う
な
雰
間
気
が
眼
さ
れ
た
と
も
い
う
。
他
所
で
は
こ
ん
な
貯
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
こ
の
記
録

句

i

、、，、ご

占
キ
カ
け

滋
も
書
き
添
え
て
い
る
。
幕
米
欧
情
騒
然
の
は
し
り
で
あ
る
。

安
政
問
年
一
九
月
二
十
六
日
付
、

日
米
修
好
通
商
条
約
に
調
印
し
た
幕
府
は
、
改
め
て
沿
岸
讐
備
の
処
置
を
講
じ
、
市
城
東
部
一

幕末期の兵Jilt

間
引
の
幕
府
領
沿
岸
（
東
は
い
川
崎
洛
領
武
郎
郡
平
左
衛
門
新
聞
境
か
ら
間
は
明
石
泌
領
に
接
す
る
摂
橋
境
川
ま
で
）
の
警
備
は
、
安
政
五
年
六

月
二
十
一
日
長
州
簿
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
長
州
藩
で
は
、
浜
本
停
で
あ
る
兵
療
の
絵
犀
右
近
右
衛
門
を
当
部
の
拠
点
と
し
、
打
出

村
（
芦
屋
市
）
・
篠
原
村
・
筒
井
村
・
奥
平
野
村
・
東
須
磨
村
の
五
カ
所
に
陣
屋
を
設
け
る
計
耐
を
た
て
て
、
幕
府
に
申
請
し
た

第一節

が
、
結
局
は
打
出
村
・
東
須
磨
村
の
ご
カ
所
が
引
き
渡
さ
れ
、
陣
屋
が
設
営
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
後
に
は
、

五
毛
村
に
「
若
殿

様
御
出
張
仮
陣
屋
し
が
程
か
れ
て
い
る
。
長
州
藩
で
は
こ
れ
ら
持
場
を
兵
庫
御
備
場
と
称
し
、
惣
奉
行
・
大
組
頭
・
番
頭
以
下

世近｝松長：帝京llll72r 



総
勢
お
よ
そ
一
一
一

O
O人
、
抱
一

0
0挺
と
い
う
編
成
を
た
て
た
が
、
惣
十
本
行
は
ほ
と
ん
ど
現
地
へ
は
出
張
せ
ず
、
務
士
の
交
替

制
な
ど
も
あ
っ
て
、
人
数
・
胞
と
も
に
実
際
に
は
こ
れ
よ
り
少
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
兵
庫
に
は
銃
器
の
置
き
場
が
設
け
ら

れ
、
利
回
川
町
付
近
な
訓
練
場
と
し
て
い

安
政
六
年
一
一
一
月
十
八
日
、
来
上
途
中
の
長
州
藩
主
は
和
田
川
の
海
岸
を
巡
見
し
、
兵
庫
在
陣
葎
公
の
剣
槍
試
合
稽
討
を
親
し

く
見
て
、
そ
の
夜
は
本
陣
右
近
布
衛
門
に
術
的
、
よ
だ
っ
た
滞
土
役
付
を
引
見
し
て
諸
士
に
取
肴
一
穏
を
振
る
舞
っ
て
い
る
。

そ
し
て
政
治
情
勢
が
様
夷
論
に
傾
き
、
効
能
に
こ
た
え
て
将
軍
家
茂
が
上
洛
す
る
こ
と
に
な
っ
た
文
久
二
年
三
八
六
一
一
て

上
洛
に
先
立
っ
て
、
在
中
絡
小
性
原
長
行
、
が
限
海
防
備
の
た
め
の
検
分
を
命
ぜ
ら
れ
、
米
収
し
て
米
た
の
は
そ
の
年
も
哀
れ
に

辿
っ
た
十
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
り

こ
の
頃
に
は
す
で
に
幕
府
も
阿
洋
型
の
航
船
を
所
有
し
て
お
り
、
本
紙
奉
行
放
と
な
っ
た
勝
海
舟
の
指
揮
す
る
脈
動
丸
が
、

小
笠
原
ら

行
の
采
般
と
な
っ
た
。
米
坂
し
た
小
笠
原
ら
は
、
十
二
月
二
十
九
日
夕
刻
兵
庫
に
到
着
、
現
文
久
一
二
年

月

Fl 

初
、
和
田
崎
か
ら
検
分
を
始
め

予
定
で
は
一
一
日
へ
か
け
て
東
須
磨
村
の
長
州
藩
陣
原
・
明
石
ム
日
間
切
な
ど
を
問
る
こ
と
に
な

っ
て
い
て
、

日
商
び
兵
庫
に
術
泊
し
て
い
る
。

一
行
の
宿
に
は
浜
本
州
仰
が
多
く
用
い
ら
れ
、
名
主
・
惣
代
が
見
回
っ
て
、
道

紡
に
突
き
出
た
り
日
開
り
と
な
る
も
の
は
取
り
除
く
よ
う
指
示
し
た
と
い
う
。
三
日
は
楠
木
正
成
仰
に
立
わ
寄
っ
て
帰
坂
し
た
。

作
れ
も
正
月
も
な
い
幕
府
高
官
の
動
き
は
、
幕
府
の

mmか
れ
た
状
況
の
厳
し
さ
の
反
映
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
て
大
阪
湾

を
め
ぐ
る
海
防
計
附
が
繰
ら
れ
、
和
田
崎
・
淡
川
・
間
宮
な
ど
で
の
砲
台
建
設
が
決
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
問
月

日
昼
ご
ろ
、
摂
海
巡
見
中
の
将
家
山
本
茂
は
制
動
丸
で
兵
路
に
入
津
、
和
問
的
へ
上
降
、
憐
松
院
で
休
思

し
た
う
え
旧
び
采
舵
し
て
神
戸
村
へ
向
か
っ
て
い
る
。

こ
の
同
神
戸
海
軍
操
練
所
説
明
れ
の
惜
惣
が
附
め
ら
れ
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つ
い
で
四
月
二
十
五
日
に
は
、
勅
使
姉
小
路
公
知
が
問
じ
く
限
海
を
巡
読
し
、
般
か
ら
新
在
中
本
町
の
浜
に
よ
降
、
総
本
陣
に

泊
し
た
。
こ
の
時
は
道
筋
に
あ
た
る
町
は
二
階
窓
閉
め
切
り
、
町
役
人
は
羽
織
袴
で
辻
阻
め
を
す
る
ほ
か
、
不
節
が
ら
の
五

け
バ
織
も
止
め
ら
れ
て
い
る

ο

同
じ
こ
ろ
明
石
藩
は
、
幕
府
か
ら
橋
淡
海
峡
に
商
す
る
砲
台
の
堅
牢
化
を
指
示
さ
れ
、
そ
の
た
め
一
万
両
の
資
金
が
貸
し
付

け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
舞
子
砲
台
の
強
化
策
が
計
題
さ
れ
た
。
そ
の
直
後
の
五
月
間
日
、
将
軍
家
茂
が
舞
子
砲
台
を
訪
れ

て
い
る
。
夜
間
中
の
務
七
怯
平
底
窓
は
、
午
前

4
0時
過
ぎ
ご
ろ
艇
か
ら
上
践
す
る
将
市
を
迎
え
て
、
大
胞
の
試
射
を
実
路
し

4--
／」。

次
に
み
る
仮
台
場
の
建
設
費
用
を
、
兵
庫
津
中
の
町
人
が
申
請
し
て
拠
出
し
て
い
る
の
も
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
慌
た
だ
し

い
動
き
が
、
人
々
に
対
外
関
係
に
お
け
る
緊
張
の
高
ま
り
を
感
づ
か
せ
た
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

幕
府
の
こ
の
時
の
ム
口
限
切
計
画
で
は
、
大
阪
湾
か
ら
紀
淡
・
嬬
淡
海
峡
に
及
ぶ

借
に
一
一

O
カ
所
の
砲
ム
口
を
設

会
場
の
建
設

明
ね
す
る
と
い
う
も
の
で
、
大
砲
は
一
部
輸
入
、
他
は
鋳
造
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
な
か
に
市
域
の

和
田
崎
・
川
崎
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
、
ず
間
宮
・
和
田
崎
・
川
崎
の
砲
台
工
心
か
ら
着
手
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
砲
ム
口
ば

幕末期の兵隊

円
符
形
の
石
造
砲
搭
と
す
る
が
、
こ
れ
に
は
日
数
を
要
す
る
の
で
、
近
く
に
慨
聞
き
上
げ
仮
台
場
を
設
け
る
と
い
う
構
想
で
あ
っ

た
。
約
一
当
は
大
坂
町
奉
行
で
、
奉
行
配
下
の
与
力
・
同
心
が
現
地
に
出
張
し
て
、

工
事
の
進
行
を
検
分
し
て
い
る
が
、
実
際
の

工
事
に
は
請
け
負
っ
た
嘉
納
治
郎
作
が
差
配
方
と
し
て
当
た
っ
た
。
そ
の
も
と
で
石
工
・
大
工
・
手
缶
い
な
ど
の
職
方
常
時
お

第一節

E
7
C
安二、、

ν
l
J
i
B

…ノ

に
従
事
し
た
。

七

人
ヵ：

似
合
の
建
設
は
文
久
一
一
一
年
四
月
に

ノ

n

－守、、

I
L
J
h
’刀

一
度
に
大
石
取
敏
い
の
石
仁
を
各
現
場
に
配
院
で
き
る
ほ
ど
集
め
る
こ
と

jjl: 近絞災前日i班723 
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法

尺寸

40 

35 

6 

4. 2 

6. 1 

17. 2. 5 

3. 5 

4. 2 

3.3 

3 

は
関
難
で
あ
っ
た
う
え
、
外
傷
人
も
出
た
り
し
て
工
事
が
延
引
し
た

た
め
、
和
田
崎
か
ら
重
点
的
に
進
行
さ
せ
る
方
法
が
採
ら
れ
、
ょ
う

資料： r神戸市史a資料3

ゃ
く
翌
元
治
元
年
十
二
月
に
和
田
崎
の
本
体
工
事
が
完
成
し
た
。
川

附
・
間
宮
な
ど
で
は
こ
れ
よ
り
遅
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

石
は
備
前
・
備
中
の
舟
石
、
用
材
は
付
近
幕
府
飯
の
林
か
ら
も
伐
り

出
し
て
用
い
ら
れ
た
。
内
部
に
設
け
ら
れ
た
二
階
床
間
に
大
砲
を
据

石造円筒形

内法径

高さ

年寄

入口 1カ所高さ

制

後

深さ

砲門11カ所高さ

中高

高さ

阪

え
る
構
造
で
、
火
薬
授
き
場
と
井
戸
が
付
設
さ
れ
て
い
た
（
表
山
）
。

扱
き
上
げ
仮
台
場
の
方
は
、
ム
ム
泉
と
し
、
出
さ
約
二
問
、
大
砲
を
据
え
る
上
部
の
煩
座
の
幅
三
間
半
、
長
さ
お
よ
そ
二
一
間

1:1＂·~：井戸

悠 1カ所

と
い
う
露
天
の
合
限
切
で
あ
る
。
そ
の
設
計
図
で
は
和
田
崎
の
方
は
矩
形
、
川
崎
の
方
は
ゆ
る
や
か
な
円
弧
形
と
な
っ
て
い
る
。

内

文
久
三
年
四
月
ム
ロ
場
掛
り
与
力
か
ら
、
凶
宮
・
兵
庫
の
町
役
人
が
呼
び
出
さ
れ
、
こ
の
仮
台
場
の
築
造
費
用
の
見
積
も
り
提
出

を
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
町
役
人
で
工
事
を
請
け
負
う
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
月
末
に
は
は
や
大
砲
閉
門
が
到
着
し

て
い
る
。
和
田
崎
の
方
へ
は
六

O
斤
砲
と
一
八
斤
砲
の
一
…
門
、
川
崎
の
方
は

一
斤
砲
二
門
が
、
そ
れ
ぞ
れ
付
属
品
と
と
も
に

陸
揚
げ
さ
れ
た
。
兵
庫
で
は
雨
浜
惣
代
が
中
心
と
な
っ
て
台
場
工
事
を
請
け
負
う
こ
と
に
な
り
、
付
近
の
土
砂
を
使
用
す
る
こ

と
に
し
て
工
事
に
掛
か
っ
た
。
盛
り
土
の
表
面
に
は
切
り
芝
を
惚
め
、
海
寄
り
一
一
一
方
に
は
裾
に
波
除
け
の
船
板
を
張
り
め
ぐ
ら

せ
た
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。

元
治
元
年
五
月
に
は
完
成
、
総
工
費
銀
三
一
貫
四
九
七
匁
余
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
兵
庫
の
諮
問
屋
仲
間
・
穀
物
件
買
仲
間
・

千
鰯
仲
良
仲
間
（
一

O
冊
以
匁
）
と
北
浜
名
主
北
風
荘
右
衛
門
（
一
七
支
匁
）
、

市
浜
名
主
山
刊
行
問
屋
兵
右
衛
門
（
四
賞
五
百
匁
）
が
献
納
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し
て
い
る
。

こ
れ
ら
台
場
工
事
を
日
当
て
に
人
々
が
集
ま
り
、
外
傷
人
が
戸
較
で
逆
ば
れ
る
目
撃
談
や
、

「
お
台
場
の
ム
ム
川
川
め
、
向
こ
う

っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る

G

一
円
と
五
十
い
と
い
う
俗
謡
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
向
付
一
食
付
き
で
日
当
二
五

O
文
と
い
う
の
が
、
人
気
の
的
で
あ

で
？
？
食
て

丘
（
路
御
備
場
の
長
州
藩
は
、
本
拠
地
で
の
按
夷
専
念
の
訪
願
に
よ
っ
て
、

tX久

ド

r

J

コ
t
L
ど
日
十
、

L

、

ノ
ー
リ

J
U
t－主
Fu
ヵ
j

終
わ
っ
て
久
間
米

藩
有
馬
氏
（
武
庫
川
J
横
川
）
・
津
山
藩
松
平
氏
（
憐
川
J
味
泥
川
）
・
段
後
間
務
中
川
氏
（
味
泥
川
J
淡
川
）
・
高
松
簿
松
平
氏
（
淡
川

こ
の
高
松
議
が
大
砲
を
引
い
て
町
中
を
巡
行
し
た
と
き
、
そ
の
槍
持

ふ
り
や
大
砲
引
き
が
、

い
も
屋
・
ど
ろ

ー
境
川
）
が
山
地
区
に
分
刻
し
て
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。

・
七
味
と
う
が
ら
し
屋
な
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
の
も
、
臨
時
に
は
遣
い
な
い
が
、

幕末期の兵隊第一節
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幕
末
位
情
多
端
の
一
而
で
あ
っ
た
ろ
う
。

」
の
台
場
で
は
、
後
慶
応
一
冗
年
一
月
三
十
じ

ト
i
＼

1
〉
時
1
1」
〉

二

一

／

1
1
6
「

wr仁、
f
i
A

っ
て
、
高
松
藩
に
替
わ
っ
て
当
時
警
衡
に
当
た
っ
て
い
た
大
和
郡
山
藩
が
、

幕
府
の
据
え
た
大
砲
の
ほ
か
に
、
藩
独
内
に
持
ち
込
ん
だ

八
斤
砲
以
下
小

型
砲
ま
で
八
挺
を
合
め
て
、
実
聞
の
試
射
を
行
っ
て
い
る
。

さ
て
文
久
間
（
一
五
治
一
光
）
年
一
月
上
洛
し
て
い
た
将
家
家
茂
が
、
砲
台
巡
見

の
た
め
再
び
兵
路
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
、

一
八
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

写瓦 155

そ
の
臼
昼
前
、
将
軍
座
采
の
鯉
魚
門
ほ
か
老
中
方
の
長
崎
丸
、
供
回
り
方
の

初
賜
丸
の

隻
が
入
津
し
た
と
き
、
停
泊
中
の
軍
般
か
ら
は
礼
砲
が
発
射
さ

世近際~普請Ill72ラ



れ
る
と
い
う
も
の
も
の
し
さ
で
あ
っ
た
。
家
茂
は
向
上
町
へ
上
陸
し
、
造
成
中
の
川
崎
砲
台
へ
向
か
っ
た
っ
そ
の
後
和
問
崎
砲

合
へ
凶
る
と
い
う
予
定
は
変
更
さ
れ
、
般
に
戻
っ
て
一
泊
、
翌
朝
和
岡
崎
を
迂
回
す
る
よ
う
に
し
て
出
航
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

今
回
も
町
筋
の
出
っ
張
り
物
の
取
り
払
い
は
指
示
さ
れ
て
い
た
が
、
見
物
に
つ
い
て
は
「
拝
見
に
罷
り
出
候
者
は
心
妙
に
致
す

ベ
き
事
L

と
い
う
だ
け
で
禁
止
令
で
な
か
っ
た
せ
い
か
、
見
物
に
加
わ
っ
た
者
も
あ
っ
て
、
後
の
話
に
将
軍

行
は
い
ず
れ
も

陣
笠
・
陣
羽
織
の
同
じ
装
束
だ
っ
た
か
ら
わ
か
り
に
く
か
っ
た
が
、
紛
が
紫
で
「
廿
陥
ヤ
戦
」
の
紛
の
色
も
異
な
っ
て
い
た
の
が
将

軍
で
、
松
屋
町
魚
問
屋
の

に
ち
ょ
っ
と
似
て
い
た
と
い
う
評
判
だ
っ
た
と
い
う
。
二

O
歳
前
の
若
い
将
軍
に
対
す
る
市
井

の
一
挿
話
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
も
ま
た
幕
末
兵
庫
の
問
の
風
景
で
あ
っ
た
。

幕
長
の
対

立
と
兵
庫

長
州
藩
が
禁
門
の
変
（
一
若
山
元
年
七
月
十
九
日
）
で
敗
退
し
た
と
き
、
幕
府
は
西
国
へ
の
街
道
沿
い
の
小
野
戒
を
強
め

た
た
め
、
兵
庫
で
も
緊
張
し
た
向
上
気
に
包
ま
れ
た
。
ま
ず
｛
京
都
大
混
雑
、
淀
宿
よ
り
往
来
不
通
一
の
報
が
大

坂
人
足
方
よ
り
届
い
た
の
は
、
二
十
日
の
暁
で
あ
っ
た
。

そ
の
日
勤
番
所
か
ら
も
津
中
役
人
へ
呼
出
し
が
あ
っ
て
、
当
津
警
備

の
高
松
藩
と
官
民
州
藩
士
と
の
衝
突
が
あ
っ
た
ら
津
中
の
混
乱
は
避
け
ら
れ
な
い
と
し
て
、
そ
の
対
策
を
諮
問
さ
れ
て
い
る
。

え

げ

や

ま

兵
庫
一
一
一
方
名
主
・
惣
代
は
会
合
し
て
、
万
一
非
常
の
際
の
処
置
と
し
て
、
間
窮
者
は
会
下
山
辺
へ
避
難
さ
せ
食
料
を
補
給
す

る
、
壮
健
な
る
者
は
残
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
火
の
元
ほ
か
町
の
取
締
り
に
当
た
る
、
津
中
の
米
の
縦
保
を
図
る
、
盗
賊
そ
の
他
治
安

に
つ
い
て
は
津
中
滞
在
の
相
撲
取
り
や
素
人
で
相
撲
取
る
者
な
ど
に
依
頼
す
る
、
勤
番
所
へ
は
か
ね
て
決
め
て
あ
る
よ
う
に
非

作
山
話
め
人
口
止
を
分
指
向
か
ら
山
山
す
、
な
ど
を
ま
と
め
て
符
申
し
て
い
る
。

し
か
し
、
危
恨
さ
れ
た
よ
う
な
衝
突
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
実
際
に
は
逃
れ
て
来
た
長
州
滞
土
が
渡
海
船
な
ど
で
関
へ
向

か
っ
た
ら
し
く
、

日
に
は
勤
議
所
よ
り
そ
の
開
こ
え
あ
り
と
し
て
船
貸
し
を
差
し
止
め
る
指
示
が
あ
り
、
翌
二
卜
問
日
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付
で
渡
海
船
・
人
乗
り
船
・
廻
船
持
ち
か
ら
は
請
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

－
一
十
二
日
夜
勤
捺
所
は
米
協
き
水
車
持
ふ
り
五
名
を
指
名
し
て
、
京
都
変
容
で
火
災
も
あ
り
燦
渋
人
数
助
の
た
め
買
上
げ
米
一

ほ
ど
を
、
明
後
日
船
積
み
の
予
定
で
手
配
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

」
う
し
た
状
況
は
や
は
り
津
中
に
も
不
安
を
呼
び
、

部
に
は
家
財
の
持
ち
出
し
ゃ
米
の
貨
い
だ
め
が
み
ら
れ
た
ら
し
く
、

二
十
四
日
に
は
、

よ
う
や
く
京
大
坂
も
平
穏
に
つ
き
浮
説
を
禁
じ
落
ち
若
く
よ
う
各
町
へ
伝
え
ら
れ
た
。

一
方
こ
の
れ
か
ら
兵
庫
非
常
警
備
の
た
め
臨
時
な
が
ら
ま
ず
紀
州
藩
と
が
到
溝
、

つ
い
で
薩
摩
滞
・
明
石
落
も
加
わ
っ
た
。

と
く
に
薩
摩
務
で
は
一
長
州
務
士
の
乗
船
東
上
を
警
戒
し
、
情
報
収
集
の
た
め
津
中
の
茶
船
・
漁
船
が
動
員
さ
れ
た
。

八
凡
に
入
っ
て
、
祭
礼
・
鳴
物
を
慎
む
よ
う
に
各
町
へ
通
達
さ
れ
て
は
い
る
が
、
向
月
六
日
付
の
、

「
御
所
乱
入
の
長
州
務

と
火
方
討
ち
取
り
禁
裏
親
王
無
事
の
こ
と
江
戸
よ
り
仰
せ
渡
さ
れ
る

と
い
う
、
大
坂
町
奉
行
か
ら
兵
庫
津
名
、
と
・
庄
屋
あ
て

の
触
れ
書
、
が
届
い
た
頃
は
、
よ
う
や
く
こ
の

件
も
平
静
に
帰
し
て
い
た
。

し
か
し
続
く
長
州
征
討
の
触
出
し
と
と
も
に
慌
株
の
確
保
に
関
す
る
指
示
が
出
さ
れ
、
九
月
に
は
御
用
材
木
の
買
上
げ
、
大

成
城
二
万
川
刊
の

の
割
賦
と
立
て
続
け
に
「
御
用
」
が
課
さ
れ
た
う
え
、
十
月
こ
ろ
よ
り
下
向
す
る
軍
兵
が
次
第
に
喰
え
、

幕末期の兵)lj[

十
一
月
十
一
日
に
は
従
長
総
俊
徳
川
底
勝
が
兵
庫
に
止
宿
し
て
い
る
。
こ
の
頃
連
日
千
五
百
な
い
し
二
千
人
が
宿
泊
あ
る
い
は

休
息
し
て
通
過
す
る
繁
忙
が
続
い
た
。
巾

mwに
身
を
闘
め
、
統
悲
し
物
を
立
て
、
槍
組
・
鉄
臨
組
、
そ
れ
に
大
胞
を
引
い
て
通

る
故
列
を
、
子
供
た
ち
は
湊
川
の
川
原
で
見
物
し
た
と
い
う
。

翌
一
万
治
二

（
殴
応
と
改
一
冗
）

二
月
に
は
今
度
は
帰
還
す
る

第一自fj

軍
縁
の
通
行
で
混
雑
し
た
。
な
お
こ
の
年
九
月
条
約
勅
許
な
ど
を
求
め
て
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
問

カ
関
公
使
ら
は
八
隻
の
舵
隊
を
連
ね
て
兵
庫
に
停
泊
し
、
幕
府
と
交
渉
を
重
ね
て
い
る
。
九
月

J

日
九
一
時
、
一
的
で
芭
’
p

！

／

i

！
、
う
1
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外
国
泰
行
ら
が
米
砕
し
、
急
に
上
陸
し
た
こ
と
が
北
浜
会
所
の
記
録
に
み
え
る
。

そ
し
て
慶
応
二
年
一
一
月
か
ら
は
第
二
次
征
長
市
の
通
過
が
刑
え
始
め
た
。
そ
の
多
く
は
幕
府
軍
で
、
編
成
も
歩
兵
組
・
持
小

街
組
・
大
砲
組
・
騎
兵
組
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
兵
庫
か
ら
般
船
に
乗
る
隊
が
増
加
し
て
、
乗
船
待
ち
で
滞
在
す
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
り
、
従
来
の
通
過
地
と
は
異
な
っ
た
集
結
地
の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
征
長
市
で
混
雑
す
る
さ
な
か
、
五
月
八
日
兵
庫
で
打
ち
こ
わ
し
が
起
こ
り
、
内
宮
・
大
坂
で
も
相
次
い
だ
。

そ
0) 

後
将
軍
の
死
亡
を
契
機
に
し
た
停
戦
に
よ
っ
て
、
征
自
民
療
が
撤
退
す
る
頃
は
、
批
情
の
空
気
も
大
き
く
変
化
し
始
め
た
。

「
仏
μ（

の
中
は
な
ん
と
な
く
穏
や
か
で
な
く
、
長
州
は
強
い
が
公
儀
（
幕
府
）
は
弱
い
と
い
う
人
気
で
、
庶
人
（
外
閑
人
）
に
交
易
す
る
こ

と
が
悪
い
L

（
「
記
臆
之
友
し
）
と
い
っ
た
こ
と
が
略
さ
れ
た
と
い
う
。

居
留
地
の
造
成

と
柴
函
側
中

慶
応
一
一
一
年
五
月
一
一
十
問
日
の
兵
庫
開
港
勅
許
に
先
立
つ
十
三
日
、

外
国
奉
行
兼
椛
で
大
坂
町
奉
行
に
任
ぜ

ら
れ
、
あ
わ
せ
て
大
坂
・
兵
庫
外
国
人
間
向
田
地
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ
た
柴
田
問
中
は
、
開
港
場
に
付
随
す
る

旅
宿
・
と
お
川
場
・
遊
所
を
は
じ
め
、
運
上
所
・
波
止
場
・
荷
改
め
所
・
貸
戯
・
年
毘
敷
・
関
門
番
所
か
ら
間
間
性
還
付
待
え
支

で
の
諸
処
置
に
つ
い
て
幕
開
に
上
中
、
あ
ら
ま
し
の
指
示
を
受
け
た
う
え
、
六
月
二
十
六
日
江
戸
を
出
発
し
た
。

七
月
八
日
京
着
、
翌
九
日

条
城
で
さ
ら
に
兵
路
泰
行
兼
帯
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
神
戸
へ
到
着
し
た
の
は
八
月

三
日
の
こ
と
で
普
福
寺
を
街
所
と
し
た
。
そ
し
て
五
日
か
ら
早
速
居
樋
地
普
議
場
を
検
分
し
て
い
る
。
居
留
地
造
成
工
事
は
地

機
整
備
か
ら
始
め
ら
れ
、

ま
ず
八
月
二
十
一
日
よ
り
、

ω居
留
地
地
な
ら
し
、
∞
海
岸
石
眠
、
川
w波
除
け
築
き
出
し
の
仕
様
帳

を
見
せ
入
札
さ
せ
、
間
二
十
九
日
開
札
、
結
局
三
日
と
も
仰
六
万
九
八
五

O
雨
、
∞
八
二

O
O閥
、
同
九

0
0
0両
で
地
元
神

戸
村
庄
屋
四
郎
大
夫
が
落
札
し
た
。

日
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。
九
月

A

一
十
日
柴
悶
は
寺
か
ら
旧
操
練
所
に
移
つ

ブL
JJ 
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て
い
る
が
、
会
所
へ
の
出
動
は
欠
か
し
て
い
な
い
。

つ
い
で
付
躍
建
物
の
工
事
入
札
が
行
わ
れ
た
。
間
二
十
六
日
の
運
上
一
併
の

入
札
で
は
一
万
一
九
八
五
両
で
大
坂
島
屋
久
次
郎
が
落
札
し
、
さ
ら
に
十
月
四
日
に
は
貸
蔵
一
一
一
棟
・
税
署
一
様
も
同
じ
く
島
屋

久
次
郎
が
一
万
一
一
一

O
O両
で
落
札
し
て
い
る
。

十
一
月
十
七
日
イ
ギ
ワ
ス
外
交
官
サ
ト
ウ
と
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
が
来
て
柴
田
に
会
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
柴
田
が
、
賠
留
地

地
な
ら
し
の
砂
持
ち
が
緋
縮
締
の
装
い
で
に
ぎ
わ
し
く
行
わ
れ
た
と
語
っ
た
こ
と
を
サ
ト
ウ
は
記
録
し
て
い
る
。
間
十
九
日
運

上
所
の
棟
上
げ
が
挙
行
さ
れ
、
翌
日
上
棟
の
併
が
柴
悶
の
家
来
ま
で
届
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
当
日
祝
い
の
餅

が
ま
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ト

長
州
審
公
千
人
程
が
蒸
気
船
か
ら
上
醸
し
、
打
出
村
元
同
藩
陣
屋
に
入
っ
た
と
い
う
情
報
を
得
た
柴
聞
は
、

夜
ち
に
「
京
坂
御
軍
艦
」
に
通
報
し
て
い
る
。

し
か
し
柴
田
の
方
は
開
港
日
を
目
前
に
し
て
多
忙
だ
っ
た
。
十
二
月

日
に
は

イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
同
道
外
国
人
墓
所
を
検
分
、
途
中
ア
メ
リ
カ
公
使
と
出
会
い
、
そ
の
後
は
イ
ギ
リ
ノ
ス
公
使
と
会
談

の
た
め
入
浴
中
の
イ
ギ
リ
ス
般
に
赴
き
、
十
二
月
六
日
に
は
運
上
所
・
貸
蔵
・
内
摘
の
波
探
な
ど
の
た
め
、
夜
も
松
明
を
焚
い

て
作
業
を
指
揮
し
て
い
る
。

幕末期の兵隊

十
一
一
月
七
日
は
開
港
の
当
日
で
あ
る
。
柴
田
は
こ
の
日
朝
、
運
上
所
を
開
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
領
事
と
ア
メ
リ
カ
領
事
が
祝
賀

に
来
て
、
柴
田
も
答
礼
の
た
め
両
領
事
を
訪
問
し
名
刺
を
渡
し
た
と
い
う
。
正
午
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
両
国
軍
艇
で
は
祝
砲

の
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
停
泊
中
の
幕
府
方
軍
韓
関
陽
丸

山
丸
・
幡
龍
丸
の
一
一
一
般
も
応
砲
を
放
っ
て
い
る
。

第一節

お
か
げ
腐
り

の
乱
舞

さ
て
、
こ
の
年
の
夏
は
日
照
り
が
続
き
、
兵
庫
津
で
は
八
月
十
一
、
二
日
に
雨
乞
い
が
行
わ
れ
た
。
暮
れ
方

か
ら
松
明
に
銃
・
太
政
の
行
列
が
湊
川
の
池
へ
向
か
い
、
街
な
か
で
も
緋
縮
繭
の
装
い
で
雨
乞
い
踊
り
を
行

位近j援火事選問729 



先
へ
張
り
出
す
、

っ
た
と
い
う
け
そ
し
て
十
一
月
十
日
ご
ろ
よ
り
、
有
馬
郡
吉
尾
村
・
道
場
川
原
村
で
御
政
い
の
札

が
降
っ
た
と
し
て
、
お
か
げ
踊
り
が
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

二
口
イ
ジ
↓
ナ
イ
カ
、

ヨ
J
e
uリ
J

ャ
ナ
イ
カ
L

と
は
や
し
た
て
る
こ
の
お
か
げ
踊
り
は
、
京
大
坂
を
は
じ
め
伊
丹
・
西
宮
・
兵
庫
・

おかげ提灯（「記自立之友J)

明
石
・
加
合
川
方
出
に
も
流
行
し
た
。

兵
庫
で
は
十

月
十
五
日
ご
ろ
か
ら
お
札
が
降
っ
た
と
い
っ
て
店
先
に
張
り
出
し
、
泊
を
出
し

た
り
、

で
ん
が
く
や
餅
を
与
え
た
り
、
近
所
か
ら
も
酒
や
餅
が
届
け
ら
れ
る
と
い
う
具
合
で
、

J

十ナ

お
か
げ
じ
ゃ
、

拭
い
・
提
灯
に
は
「
お
か
げ
L

と
書
い
て
、

「
お
か
げ
じ
ゃ
、

お
か
げ
じ
ゃ
、

か
げ
踊
り
を
せ
ぬ
者
は
」
に
は
じ
ま
っ
て
、
途
中
は
例
え
ば
「
防
人
屋
敷
を
打
ち
払
い
、
跡
は
菜

写反 156

磁
の
花
政
り
」
な
ど
と
い
っ
た
替
え
言
葉
、
が
あ
っ
て
「
日
イ
ジ
ャ
ナ
イ
ヵ
、

ヨ
イ
ジ
ャ
ナ
イ
ヵ
、

ヨ
イ
ジ
ャ
ナ
イ
カ
L

と
は
や
し
た
て
た
よ
う
で
、
三
味
線
太
政
で
踊
り
ま
わ
っ
た
。

「

市
仁ド
I~ 
ら

ざ
る
処
な
き
有
り
様
に
て
、
宅
に
も
天
照
皇
太
神
宮
の
お
札
が
し
ゅ
ろ
竹
の
葉
に
お
降
り
あ
り
て
、

朝
こ
れ
を
発
見
し
て
か
ら
、
近
所
よ
り
祝
い
の
御
泊
ま
た
は
お
供
え
3

と
し
て
鏡
餅
の
到
来
あ
り
、

そ
の
儲
に
で
き
ず
、

荒
菰
（
溺
）
を
貰
っ
て
米
て
店
先
へ
奉
る
、
そ
れ
よ
り
捉
灯
を
注
文
す
る
、
店

ふ
つ
ふ
つ
踊
り
始
ま
る
、

か
く
の
如
き
神
々
天
下
り
あ

平
気
の
沙
汰
の
限
り
に
あ
ら
ず
L

（
「
記
臆
之
友
」
）
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
こ
れ
に
は
っ
天
子
の
お
差
し
関
に
従
う
者
は
長
州
で
、
人
目
万
神
が
お
手
伝
い
な
下
さ
れ
、

り
L

と
い
っ
た
解
釈
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
年
が
あ
け
て
も
、
三
味
線
太
鼓
で
歩
く
人
々
が
あ
っ
て
、
昨
日
悩
の
騒
が
し
さ
が
続
く
う
ち
、
大
坂
の
方
で
一
一
、
一
一
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幕末期の兵隊第一節

日
も
煙
が
見
え
て
、
内
戦
の
起
こ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
、

人
々
は
「
長
州
さ
ん
は
え
ら
い
し

H
一

津
一
ツ
橋
は
わ
る
い
し
と
い
っ
た
噂
話
が
交
わ
さ
れ
た
と
も
い
う
。

お
か
げ
踊
り
の
乱
鉾
の
う
ち
に

近

LX
・
大
坂
の
幕
府
方
は
敗
退
し
た
。

際且：縦Ill

「
も
は
や
外
関
公
使
を
警
護
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
公
伎
は
各
自
の
国
旗
を
守
る
た
め
に

大坂炎上の遠望（「詔！白之友」）

適
切
な
方
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
し
と
幕
府
か
ら
通
告
さ
れ
た
外
関
公
使
ら
は
、
難
を
避
け
て
問

港
後
間
も
な
い
神
戸
へ
移
っ
て
来
た
。

一月一

日
い
っ
た
ん
兵
隊
に
入
っ
て
い
た
幕
府
軍
撤
兵
方
・
砲
兵
方
も
六
日
に
は
撤
退
し
、
戸
以
（
旅

奉
行
柴
沼
剛
中
は
配
下
と
と
も
に
大
坂
丸
に
投
じ
て
東
帰
す
る
と
い
っ
た
状
況
で
、
内
心
家
と
な
っ
た

道
上
所
に
は
、

プ
メ
リ
ソ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
五
回
の
代
表
、
が
入
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
代
表

は
柴
回
の
い
た
旧
操
練
所
を
利
用
し
た
。
な
お
柴
回
は
「
日
裁
」
と
題
す
る
日
記
を
残
し
て
い
る
。

細
字
の
簡
潔
な
文
体
で
丁
寧
に
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、

一
年
か
ら
明
治
六
年
に
ま
で
及
ん
で
い

！手蕊 157

る
（
口
絵
6
）。

「
政
府
郎
北
風
山
本
の
記
録
に
も
勺
当
浮
動
番
な
ら
び
に
地
付
同
心
一
統
離
散
致
さ
れ
候
に
つ
き
、
市
中

甚
だ
不
穏
L

「
御
支
配
向
き
御
役
々
も
何
万
へ
か
御
退
散
L

一
段
情
の
風
評
に
て
は
的
行
易
な
ら
ざ
る
御

儀
の
み
区
々
に
候
て
、
取
り
止
め
候
犠
は
御
座
な
く
候
L

T

／
｝
、
こ
の
時
期
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
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